
▲館山駅も大賑わい（２月３日）

▲写真撮影に殺到（２月３日）

「
懐
か
し
く
て
、汽
笛
が
聞
こ
え
る
と
見
物

す
る
の
が
日
課
に
な
り
ま
し
た
」

　
市
立
博
物
館
の
３
月
の
休
館
日

は
５
日
、
12
日
、
19
日
、26
日
。４
月

の
休
館
日
は
２
日
、９
日
、16
日
、

23
日
で
す
。

 

「
デ
コ
イ
チ
」の
愛
称
で
親
し
ま

れ
た
Ｄ
51
形
蒸
気
機
関
車
。日
本

で
最
多
、千
115
両
も
の
台
数
が
製

造
さ
れ
ま
し
た
が
、木
更
津
〜
館

山
間
を
駆
け
抜
け
た
Ｄ
51
ー
498

号
は
、自
動
列
車
停
止
装
置
を
装

備
し
、本
線
を
走
る
こ
と
が
で
き

る
、唯
一
の
デ
コ
イ
チ
で
す
。

　
Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
は
、郷
愁
を
誘
い

ま
し
た
が
、館
山
を
電
車
が
走
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、当
時
の
房

総
西
線
、木
更
津
・
千
倉
間
の
電
化

が
完
成
し
た
昭
和
44（
一
九
六
九
）

年
７
月
11
日
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｌ
や
デ
ィ
ー
ゼ

ル
カ
ー
に
比
べ
、電
車
の
静
か
さ

は
印
象
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。当

時
の『
広
報
た
て
や
ま
』に
は
、「
座

席
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
よ
く
、静
か

な
発
車
だ
っ
た
。快
適
だ
。・・
房
総

新
幹
線
も
夢
で
は
な
い
」と
、試
乗

記
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、電
化
完
成
の
前
日
７
月

10
日
に
は
、Ｓ
Ｌ
最
後
の
千
葉
発

館
山
行
き
の
定
期
列
車
が
、さ
よ

７
月
17
日
に
は
、東
京
駅
に
総
武

線
の
地
下
ホ
ー
ム
が
開
業
し
、館

山
駅
と
東
京
駅
が
は
じ
め
て
直

結
。房
総
西
線
も
こ
の
日
か
ら
内

房
線
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、従
来
の
始
発
駅
で
あ

る
両
国
駅
か
ら
の
急
行「
内
房
」に

か
わ
り
、東
京
駅
始
発
の
特
急「
さ

ざ
な
み
」が
運
転
さ
れ
所
要
時
間

１
時
間
50
分
と
、は
じ
め
て
２
時

間
を
切
る
時
間
で
館
山
と
東
京
を

結
ぶ
よ
う
に
な
り
、市
民
の
夢
を

か
な
え
た
の
で
す
。

電車試運転の様子。ディーゼルカーに比べ電車は床が高いた
め、ホームを高くする工事を行った。左端に見えるのは蒸気
機関車のための給水塔。昭和44年6月25日／館山駅

な
ら
運
転
を
行
い
ま
し

た
。客
車
を
牽
引
し
た

の
は
、今
も
Ｊ
Ｒ
山
口

線
で
活
躍
す
る
Ｃ
57
と

同
型
の
Ｃ
57
―
105
号
機

で
し
た
。こ
の
蒸
気
機

関
車
の
動
輪
は
、現
在
、

福
島
県
の
Ｊ
Ｒ
磐
越
西

線
会
津
若
松
駅
前
で
展

示
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
当
時
、「
東
京
か
ら
２

時
間
」が
館
山
市
民
の

夢
で
し
た
。昭
和
47
年

房総西線の電化開通。小学生の鼓笛隊が参加するなど、
多くの市民が祝った。　昭和44年7月11日／館山駅

　
１
月
下
旬
の
試
運
転
か
ら
、市

民
の
注
目
を
集
め
た
蒸
気
機
関
車

Ｄ
51
は
、ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
玉
と

し
て
、２
月
３
日
か
ら
計
５
日
間
、

「
Ｓ
Ｌ
南
房
総
号
」と
し
て
満
員
の

乗
客
と
と
も
に
館
山
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。内
房
線
か
ら
蒸
気
機
関

車
が
姿
を
消
し
て
38
年
ぶ
り
の
雄

姿
に
、駅
周
辺
を
は
じ
め
内
房
線

沿
線
は
、懐
か
し
い
蒸
気
機
関
車

を
一
目
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
、多

く
の
市
民
や
全
国
か
ら
の
鉄
道

フ
ァ
ン
で
大
賑
わ
い
。

　
初
め
て
本
物
の
蒸
気
機
関
車
を

見
た
子
ど
も
た
ち
は
、黒
光
り
す

る
車
体
や
遠
く
か
ら
聞
こ
え
る
汽

笛
に
驚
き
、耳
を
ふ
さ
い
だ
り
、泣

き
出
す
子
も
。

　「
試
運
転
か
ら
同
じ
時
間
に
通

る
の
で
、１
日
２
回
、汽
笛
が
聞
こ

え
る
と
外
に
出
て
、見
物
す
る
の

が
日
課
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
」「
昔
、房
総
西
線
の
こ
ろ
は
、あ

の
汽
車
で
千
葉
や
東
京
ま
で
出
か

け
た
も
の
で
す
。冷
房
が
無
い
時

代
で
、夏
は
窓
を
開
け
、ト
ン
ネ
ル

に
入
る
と
煙
が
入
っ
て
く
る
の

で
、閉
め
た
事
な
ど
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
し
た
。今
日（
12
日
）で

最
後
だ
と
思
う
と
さ
び
し
い
の

で
、ま
た
、来
年
も
来
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
沿
線
に
集
ま
っ
た
人
た

ち
は
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
に
引
か

れ
た
後
姿
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

  

Ｄ
51
は
南
房
総
の
春
を
演
出

し
、多
く
の
人
た
ち
の
目
に
そ
の

雄
姿
を
焼
き
付
け
て
、思
い
出
と

と
も
に
本
拠
地
の
高
崎
運
転
区
に

戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

たてやまの

花と海　心やすらぐ千葉の旅
ちばデスティネーションキャンペーン
平成19年2月１日～4月３０日

ＳＬ３８年ぶりに内房線を疾走　ちばデスティネーションキャンペーン

●２月1日の人口／総人口50,981（-39）男24,594（-21）女26,387（-18）世帯数21,982（-6）　（　）内は前月比

特集・お知らせ
・乳幼児の予防接種日程決まる
・ちばＤＣキャンペーン
・平成20年４月から後期高齢者医療制度
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  スクリーンで映画の名場面を映しなが
ら、映画評論家水野晴郎の弟南総文化
ホールの事業課長みずのまさるが映画
の解説とサウンドでご案内します。

サウンドで振りかえる名作映画

ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　「
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」
が
先
月
３
日
、

ち
ば
Ｄ
Ｃ
の
開
幕
を
告
げ
る
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
が
城
山
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、「
南
総
里
見
八
犬
伝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
や
「
さ
と

み
朝
市
」
な
ど
も
開
催
。
駅
周
辺
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
ま
ち
か
ど
ミ
ニ
博

物
館
」
に
多
く
の
人
が
立
ち
寄
っ
て
い
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
に
ぎ
わ
い

の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
観
光
立
市
推
進
課
・
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー（
℡
22
―
２
５
４
４
）

ま
ち
か
ど
ミ
ニ
博
物
館
大
賑
わ
い

Ｓ
Ｌ
と
と
も
に
開
幕

千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル

３
月
の
自
主
事
業
の
お
知
ら
せ

　
問
合
せ
／
千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル(

℡
22
―
１
８
１
１
）

日　時／2007年3月30日（金）
 　　　開場 18:00　開演 18:30
会　場／南総文化ホール　小ホール
入場料／チャリティー形式
　　　　（千葉県の芸術文化振興へ充当）

デューク・エイセス 叙情歌を唄う
日　　時／2007年3月18日（日）

          　　開場 15:30　開演 16:00

会　　場／ 南総文化ホール　大ホール

料　　金／全席指定3,500円   65歳以上500円

引き曲目／おさななじみ、女ひとり、いい湯だな、　

　　　　　筑波山麓合唱団、荒城の月など

林家木久蔵・春風亭小朝
爆笑二人会
日　時／2007年3月21日（祝・水）
 　　　　開場 13:30　開演 14:00
会　場／南総文化ホール　大ホール
料　金／Ｓ席4,000円、Ａ席3,500円
　　　　　　　　　　　 (全席指定)

　NPO法人南房総文化財・戦跡保存活用フォーラムの呼び
かけで、駅前商店街、 空き店舗４店と既存店において、 まち
かどミニ博物館を６ヶ所開設しました。ちばＤＣ開催期間
の4月末まで、毎週末に開館します。（一部店舗を除く）
　ミニ博物館はＳＬ特別運行に合わせた「鉄道グッズ展」、
「海洋グッズ展」、「ビーチボーイズ展」、「お茶処」などで、
安房水産高校や海上技術学校の生徒やＯＢ、市民サークル
の人たちが参加し、まちづくりに参画しています。各博物
館は館山駅から徒歩圏内にあり、多くの人の来場を呼びか
けています。
　博物館の地図は館山駅観光案内所に用意してあります。
　問合せ／商工課（℡22-3362）

▲南総里見手づくり甲冑館(銀座振興ビル）

▲お休み処・さとみ茶屋(西原屋）

▲鉄道ミニ博物館(福力） ▲海洋ミニ博物館　安房水産高校▲鉄道ミニ博物館(川名商店）

▲海洋ミニ博物館　館山海上技術学校

４
月
一
杯
ま
で
の
土
日
、

開
館
し
ま
す
。

房総発見伝ステージ（城山公園）

さとみ朝市のにぎわい(館山駅東口）

▲さとみウォークに多くの参加者▲伝統芸能を披露

　
穏
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
先

月
３
日
、
館
山
駅
に
Ｓ
Ｌ
が
到
着

し
た
午
後
、
城
山
公
園
芝
生
広
場

の
特
設
会
場
で
は
堂
本
暁
子
千
葉

県
知
事
を
迎
え
、
ち
ば
Ｄ
Ｃ
の

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「
房
総
発
見
伝
ス
テ
ー
ジ
」と
題

し
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
安
房
の
伝

統
芸
能
や
劇
団
「
貝
の
火
」（
伊
東

万
里
子
主
宰
）に
よ
る
人
形
劇「
里

見
八
犬
伝
」、平
野
啓
子
さ
ん
に
よ

る
「
語
り
部
」、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

に
よ
る
舞
台
音
楽
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、堂
本
知
事
も
参
加

し
「
南
総
里
見
八
犬
伝
と
千
葉
の

魅
力
」と
題
し
た
座
談
会
、最
後
に

知
事
を
中
心
に
舞
台
か
ら
Ｄ
Ｃ
の

開
幕
を
高
ら
か
に
宣
言
し
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
終
了
し
ま
し
た
。

▲八犬伝の人形劇(劇団貝の火）

▲多くの市民でにぎわう(城山公園)

▲「南総里見八犬伝と千葉の魅力」座談会

ち ば D C

２平成19年３月１日号３ だん暖たてやま



①
予
防
接
種
は
、健
康
な
状
態
で

受
け
る
こ
と
が
原
則
で
す
。風
邪

な
ど
の
諸
症
状
が
お
さ
ま
り
病
気

が
治
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、一

定
期
間
あ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

②
当
日
の
体
温
が
37
・
５
度
以
上

の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
当
日
、母
子
健
康
手
帳
が
な
い

と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
体
温
は
、接
種
会
場
で
測
定
す

る
の
で
、体
温
計
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤
前
も
っ
て
冊
子『
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
』を
読
み
、予
防
接

種
を
十
分
理
解
し
た
う
え
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

⑥
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い

人
、注
意
し
て
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
に
つ
い
て
は
、冊
子
に

詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑦
ポ
リ
オ
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
、麻
し
ん
風
し

ん
混
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
接
種

を
受
け
た
後
、４
週
間
は
他
の
予

３
回
目
終
了
後
１
年
〜
１
年
半
の

間
に
１
回
接
種
。

　
接
種
期
間
が
守
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
、予
防
接
種
法
に
よ
る
定
期

予
防
接
種
で
は
な
く
な
る
た
め
、

「
千
葉
県
内
定
期
予
防
接
種
相
互

乗
り
入
れ
制
度
」が
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　
接
種
間
隔
の
数
え
方
／【
例
】初

回
接
種
が
３
月
１
日（
木
）の
場
合

は
、３
週
間
後
の
３
月
23
日（
金
）か

ら
８
週
間
後
の
４
月
26
日（
木
）ま

で
に
２
回
目
の
接
種
を
し
ま
す
。

※
百
日
咳
に
か
か
っ
た
人
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
日
程
／
表
の
通
り

　
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

　
受
付
／
午
後
１
時
15
分
〜
２
時

　
対
象
年
齢
／
生
後
３
ヶ
月
〜

５
ヶ
月

※
生
後
６
ヶ
月
に
な
る
と
、市
の

集
団
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

各
自
で
医
療
機
関
で
の
接
種
と
な

り
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
受
け
方
／
直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
個
人
通
知
対
象
者
／
各
月
の
実

施
日
に
生
後
３
ヶ
月
を
迎
え
る

　
市
で
委
託
し
た
医
療
機
関
で
個

別
に
接
種
を
行
い
ま
す
。毎
月
、対

象
に
な
っ
た
翌
月
に
予
診
票
を
送

付
し
ま
す
。料
金
は
無
料
で
す
。

　
接
種
期
間
／
４
月
〜
３
月(

通

年)

乳
幼
児
を
対
象
に
予
防
接
種

◎
受
け
る
と
き
は
注
意
し
て
◎

防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑧
三
種
混
合
の
予
防
接
種
を
受

け
た
後
、１
週
間
は
他
の
予
防
接

種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
の
飲
む

ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　
日
程
／
表
の
通
り

　
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

　
受
付
／
午
後
１
時
15
分
〜
２
時

　
対
象
年
齢
／
生
後
３
ヶ
月
〜
満

７
歳
５
ヶ
月

　
受
け
方
／
６
週
間
以
上
の
間
隔

で
２
回
服
用

　
個
人
通
知
対
象
者
／
平
成
18

年
７
月
３
日
〜
平
成
19
年
１
月

３
日
生
ま
れ（
今
月
中
旬
発
送
予

定
）

※
対
象
年
齢
に
あ
り
、ま
だ
２
回

を
完
了
し
て
い
な
い
人
や
転
入
な

第１回

4月3日（火）

4月4日（水）

4月10日（火）

4月13日（金）

第２回

6月8日（金）

6月12日（火）

6月13日（水）

6月19日（火）

ポリオの日程

▼
ポ
リ
オ

▼
Ｂ
Ｃ
Ｇ

け
ら
れ
ま
せ
ん
。ワ
ク
チ
ン
は
飲

み
薬
で
す
の
で
、前
後
30
分
は
飲

食
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

人
。

※
生
後
３
ヶ
月
に
な
る
と
三
種
混
合

と
ポ
リ
オ
の
通
知
が
届
き
ま
す
が
、Ｂ

Ｃ
Ｇ
を
優
先
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
年
齢
／
生
後
３
ヶ
月
〜
満

７
歳
５
ヶ
月

　
接
種
方
法
／
第
１
期
初
回
と
し

て
３
〜
８
週
間
隔
で
３
回
接
種
、

第
１
期
追
加
と
し
て
第
１
期
初
回

▼
三
種
混
合（
百
日
咳
、ジ
フ
テ
リ

ア
、破
傷
風
）ワ
ク
チ
ン

▼
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
年
齢
／
第
１
期
は
生
後
12
ヶ

月
〜
24
ヶ
月
、第
２
期
は
小
学
校
就

学
前
の
１
年
間

　
接
種
方
法
／
そ
れ
ぞ
れ
１
回
接
種

※
麻
し
ん
や
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
た
人
、麻
し
ん
や
風
し
ん
に
か

か
っ
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

集

団

接

種

個

別

接

種

▼平成19年度個別接種を実施する医療機関

ど
で
通
知
が

届
か
な
い
場

合
は
、
会
場

へ
直
接
来
て

く
だ
さ
い
。

　
注
意
／
当

日
下
痢
を
し

て
い
た
ら
受

ＢＣＧの日程

4月20日（金）

5月18日（金）

6月20日（水）

7月20日（金）

8月20日（月）

9月20日（木）

日本脳炎ワクチン
　国の勧告を受け、現行の日本脳炎ワクチン接
種の積極的な勧奨は行っていません。
　流行地域への渡航など日本脳炎に感染する恐
れが高く、特に接種を希望する場合は、個別に
定期予防接種として受けられます。
※接種を受けるには、副作用などについて理解
した旨の同意書が必要です。

　
千
葉
県
は
、市
外
の
医
療
機
関

で
も
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る

「
千
葉
県
内
定
期
予
防
接
種
相
互

乗
り
入
れ
制
度
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。通
常
、予
防
接
種
は
、住
所

が
あ
る
市
町
村
で
受
け
ま
す
が
、

県
内
の
相
互
乗
り
入
れ
接
種
協
力

医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、市
外
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
対
象
／
市
外
に
か
か
り
つ
け
医

が
い
る
人
。や
む
を
得
な
い
事
情

で
市
内
で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
な
人（
出
産
な
ど
で
里

帰
り
を
し
て
い
る
人
な
ど
）。

　
乳
幼
児
で
対
象
と
な
る
予
防
接

種
／
①
三
種
混
合（
百
日
咳
、ジ
フ

テ
リ
ア
、破
傷
風（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
））予
防

接
種
、②
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ

Ｒ
）予
防
接
種
、③
単
抗
原
麻
し
ん

予
防
接
種
、④
単
抗
原
風
し
ん
予

防
接
種
、⑤
日
本
脳
炎
予
防
接
種
、

⑥
結
核（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）予
防
接
種

※
ポ
リ
オ
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

　
接
種
方
法
／
県
内
の「
定
期
予

防
接
種
相
互
乗
り
入
れ
制
度
」を

受
け
入
れ
て
い
る
病
院
で
、市
が

発
行
す
る
予
防
接
種
予
診
票
で

接
種
で
き
ま
す
。

　
実
施
医
療
機
関
は
、千
葉
県
医

師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h
t
t
p
:
/
/

www.chiba.med.or.jp

）で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

千
葉
県
内
定
期
予
防
接
種
相
互
乗
り
入
れ
制
度

医　療　機　関　名

館山病院

赤門整形外科内科

青木医院

梅園内科医院

遊佐医院

黒川医院

和田医院

野原皮膚科内科医院

清川医院

本多医院

小林病院

西岬診療所

鈴木医院（神戸）

九重鈴木医院

たてやま友愛クリニック

原クリニック

ファミール産院

鈴木内科クリニック

たてやま循環器内科外科

西川医院

北条病院

貴家医院

太田整形外科医院

亀田ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ館山

山田医院

電話番号
22－1122
22－0008
22－3805
22－4670
22－2576
22－0520
22－5331
22－0333
23－7731
23－6630
27－3811
29－0030
28－2010
22－9131
20－1200
24－5711
24－1135
22－8880
20－1102
22－5725
23－1966
22－3323
23－2318
20－5511

27－2002

子育ては親育て！
みんな育児に悩んでいます

　1歳6か月児・3歳児健康診査を受診した、1,415人への
子育てアンケート結果がまとまりました。その中で子育て
の悩みとして、しつけの仕方が30％と一番多く、続いて健
康面、兄弟との関係などとなっています。健康課では、お
子さんの発育や発達・子育てについての相談や家庭訪問を
行っています。どうぞお気軽にご相談ください。
　問合せ／健康課（℡23－3113）

《子育ての基本！》
◎幼児期にはしっかりした土台作りを
　　　　　しつけや勉強に取り組む前に、まず、笑顔で子どもと接し、
「抱っこ」や「よしよし」などのスキンシップを通して、子ども
に「生きているよろこび」「両親に愛されている」ことをわか
らせることで築くことができる、心の土台＝安心感を育むこ
とが何より重要です。

最初から親だった人はいない
　３歳までに子どもは、こころとからだが目覚ま
しく発達し、お母さんたちも育児に多くの悩みを
持ちはじめます。しかし、悩むということは今の状
態をより良くしようという気持ちの現れであり、
育児に前向きで大切なことです。
   最初から親だった人はいません。子どもを育て
ながら親も育っていきます。大切なのは、普段から
子育てについて夫婦でよく話し合うこと。
　また、子育ての相談や情報交換の機会、友達づく
りの場などをうまく活用し、困った時はひとりで
悩まず、周囲の人に相談したり協力してもらいま
しょう。

《悩んだときは、自分を振り返ってみて》
◎子どもを自分の持ち物のように思っていませんか？
子どもはひとりの人格を持った人間です。親の思いどおり

に育てることはできません。子どもの気持ちを尊重して、そ
の子なりの生き方を大切にしてあげる姿勢が大切です。

◎子どものよいところを探してみよう
子どもの気になるところ、心配なと

ころばかりが目についてしまいます
が、良いところを認め、ほめて自信をつ
けてあげましょう。

《おじいさん、おばあさんへおねがい！》
何気ない言葉でお母さんが傷つくこともあります。まず、

お母さんのがんばりを認め、ほめてあげてください。
母親の心の安定は、子どもの成長の最大の糧となります。

◎やる気を出す言葉かけを！
　「ありがとう」「助かったよ」「うれしいよ」などのほめ言葉
は、子どものやる気を引き出します。

予 防 接 種

４平成19年３月１日号５ だん暖たてやま

　
乳
幼
児
を
対
象
に
し
た
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）で
行
う「
集
団
接
種
」と
、市
が
委
託

し
て
い
る
各
医
療
機
関
で
個
人
で
行
う「
個
別
接
種
」が
あ
り
ま
す
。対
象
年
齢
に
な
っ
た
乳
幼
児
に
は
、個

人
通
知
を
し
ま
す
。転
入
な
ど
で
通
知
が
届
か
な
い
人
は
、健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
料
金
／
無
料

　
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、予
診
票
、体
温
計
、筆
記
用
具

　
問
合
せ
／
健
康
課（
℡
23
―
３
１
１
３
）
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社
会
の
高
齢
化
が
進
展
し
、
老

人
医
療
費
が
増
大
す
る
中
、
世
代

間
の
負
担
を
明
確
化
し
、
公
平
で

分
か
り
や
す
く
安
定
し
た
医
療
給

付
制
度
を
確
立
す
る
た
め
、
来
年

の
４
月
か
ら
75
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
現
在
の
「
老
人
保
健
」
が

な
く
な
っ
て
、
新
し
く
国
保
で
も

な
く
社
保
で
も
な
い
「
別
立
て
の

保
険
」
が
医
療
を
給
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
保
険
を
主
催
す
る
の
は
、

県
ご
と
に
で
き
る
「
広
域
連
合
」

と
い
う
、
特
別
な
地
方
公
共
団
体

で
す
。
館
山
市
を
含
め
す
べ
て
の

県
内
市
町
村
は
、「
千
葉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
に
加
入

し
ま
す
。
千
葉
県
の
広
域
連
合
は

平
成
19
年
１
月
１
日
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

高齢者に新しい医療制度
75歳以上を対象に平成20年4月から

　平成20年４月から医療制度が大きく変わります。この「医療制度改革」には、２本の柱があり、
ひとつは、75歳以上の人たちを対象に、新しい医療制度ができて「広域連合」が医療の給付をする
こと。もうひとつは医療費適正化です。給付は広域連合が行うことになり、市町村ごとの老人保健
はなくなります。
　また、75歳以上の人は、「国民健康保険」「社会保険」からも抜けて、「後期高齢者医療の被保険
者」になります。いろいろな手続きや保険料の支払は、これまでどおり、市役所でできる予定です。
来年の４月から実施される制度について、現在分かっていることをお知らせします。
　問合せ　問合せ　問合せ　問合せ　問合せ／市民課保険年金係（℡22-3418）

新
し
い
医
療
制
度
へ

　　
広
域
連
合
の
仕
事
は
大
き
く
分

け
る
と
、
①
被
保
険
者
の
資
格
、

②
医
療
給
付
、
③
保
険
料
、
④
保

健
事
業
、
⑤
そ
の
他
の
制
度
施
行

に
関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
①
の
被
保
険
者
の
資
格
と
、
②

の
医
療
給
付
は
、
内
容
が
ほ
と
ん

ど
法
令
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
広
域
連
合
と
し
て
の
独
自
性

市
も
広
域
連
合
に
加
入

を
発
揮
す
る
部
分
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。

　
③
の
「
保
険
料
」
は
、「
総
額
は

医
療
費
の
10
％
」
と
い
う
こ
と
と

「
所
得
な
ど
負
担
能
力
に
よ
る
応

能
割
と
、
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
被
保
険
者
が
均
等
に
負
担
す
る

応
益
割
が
、
50
％
ず
つ
」と
い
う
、

２
点
は
法
令
で
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
具
体
的
な
保
険
料

率
は
、広
域
連
合
が
決
め
ま
す
。
千

葉
県
は
「
応
能
割
は
所
得
」、「
応

益
割
は
人
数
」
に
す
る
よ
う
で
す

　
こ
の
よ
う
に
後
期
高
齢
者
の
医

療
は
、広
域
連
合
が
業
務
を
担
い

ま
す
が
、身
近
な
市
町
村
が
、保

険
資
格
の
取
得
や
医
療
費
の
払
い

戻
し
な
ど
申
請
や
届
け
出
の
受

付
、保
険
証
の
引
渡
し
、保
険
料

の
徴
収
な
ど
の
窓
口
業
務
を
受
け

持
ち
ま
す
。

　
市
は
、制
度
改
正
に
伴
い
、皆

さ
ん
か
ら
の
お
問
合
せ
に
対
応
す

る
こ
と
や
、広
域
連
合
と
市
と
の

や
り
と
り
な
ど
の
仕
事
が
増
え
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

身
近
な
仕
事
は
市
町
村
に

が
、こ
れ
は
設
立
後
に
、広
域
連
合

の
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
④
の
保
健
事
業
は
、
現
段
階
で

は
何
を
す
る
か
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。

図の説明
　75歳以上の高齢者の全員に「後期高齢
者医療制度」独自の保険証が１人に１枚
交付されます。
　受診すると、①自己負担として１割を
払います。一定以上の所得の人は、３割で
す。自己負担の割合は、老人保健と同じで
す。
　「高齢者」から、下の「広域連合」に向
かって矢印が伸びています。このように
高齢者は、広域連合に②保険料を負担し
ます。
　具体的な額は、広域連合ごとに決めま
すので、被保険者の負担が高くなるか、安
くなるかは、まだわかりません。
　多くの人は、年金からの天引きです。年
金額が年額18万円未満の人などは、市町
村が徴収を受け持ちます。
　高齢者は、新しく保険料を負担するか
わりに、今、負担している国保税などの負
担はなくなります。保険料の総額は、医療
給付費の10％相当に設定されます。
　広域連合を運営する経費としては、こ
の「保険料」のほかに、「広域連合」の左
下にあるように④支援金と右下の⑥公費
負担が充てられます。
　「支援金」は、国保や社保という健康保
険が支出し、その財源は、75歳未満の人
たちが負担する保険税や保険料です。
　「公費負担」は、国・県・市の一般会計
が支出し、住民全体が負担する所得税や
市民税などの税が財源として充てられま
す。
　広域連合は、右上の「医療機関」に、⑦
診療報酬として９割分を払います。
　図には「医療給付費」とありますが、診
療報酬のことです。

　
次
号
で
、
医
療
費
適
正
化
を
説

明
し
ま
す
が
、
適
正
化
で
義
務
づ

け
ら
れ
る
実
施
計
画
の
達
成
具
合

で
、
保
険
者
が
負
担
す
る
支
援
金

を
10
％
の
範
囲
で
増
減
す
る
、
と

法
律
に
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
支
援

金
が
増
え
れ
ば
、
国
保
税
が
上
が

り
、
逆
に
、
減
れ
ば
税
は
下
が
り

ま
す
。

　
今
回
の
制
度
改
正
で
、
国
保
の

被
保
険
者
に
と
っ
て
、
ま
た
、
国

保
会
計
に
と
っ
て
も
負
担
が
ふ
え

る
の
か
、
減
る
の
か
、
現
段
階
で

は
、
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

　
一
方
社
会
保
険
は
、「
扶
養
家

族
で
あ
る
高
齢
者
は
、
負
担
が
増

え
る
し
、
社
保
の
保
険
者
の
負
担

は
減
る
」
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

社
保
は
「
扶
養
家
族
の
保
険
料
」

は
な
く
、
本
人
の
収
入
で
保
険
料

が
決
ま
る
か
ら
で
す
。

　
表
は
高
齢
者
と
、
医
療
機
関
、
運
営
す
る
広

域
連
合
、
運
営
経
費
を
負
担
す
る
国
保
な
ど
の

健
康
保
険
と
国
・
県
・
市
の
一
般
会
計
、
さ

ら
に
そ
の
財
源
を
負
担
す
る
市
民
と
の
関
係
を

整
理
し
た
も
の
で
す
。

　
中
ほ
ど
に
太
い
枠
で
囲
ん
だ
の
が
、
新
し
く

で
き
る
「
広
域
連
合
」
で
す
。
左
上
に
、「
75

歳
以
上
の
高
齢
者
」
が
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち

を
対
象
に
す
る
医
療
保
険
制
度
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
正
確
に
は
、
現
在
、
老
人
保
健
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
、
一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳

以
上
の
人
も
含
み
ま
す
。

　
高
齢
者
は
現
在
、
老
人
保
健
か
ら
医
療
費
を

給
付
し
て
い
ま
す
が
、
国
保
と
か
、
社
保
と
い

う
資
格
は
も
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
制
度
で

は
、
こ
れ
ら
の
資
格
は
な
く
な
っ
て
、「
広
域

連
合
の
被
保
険
者
」
に
な
り
ま
す
。

制
度
改
正
の
影
響
は

国
保
や
社
保
の
資
格
は
な
く
な
る

後期高齢者医療制度の仕組み（平成２０年４月～）

75歳以上の高齢者 医療機関

①自己負担
（1割または3割）

診　療

国・県・市町村
国民健康保険
社会保険

千葉県後期高齢者医療広域連合

④支援金 ⑥公費負担（一般会計）

⑦医療給付費
（診療報酬）

②保険料

③保険税・保険料 ⑤税

75歳未満の人 すべての人

お 知 ら せ
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館
山
市
が
交
付
す
る
国
民
健
康

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、３
月
末

ま
で
で
す
。新
し
い
保
険
証
は
、

世
帯
主
の
住
所
宛
て
に
今
月
中
旬

以
降
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
修
学
の
た
め
、学
生
用
保

険
証
を
持
ち
、次
年
度
も
引
き
続

き
該
当
す
る
場
合
は
、更
新
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
該
当
し
た
世
帯
に
は
、更

新
用
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
の

で
、在
学
証
明
書
を
添
付
し
て
、窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
が
な
い
場
合
は
、卒
業
な

ど
と
み
な
し
、３
月
末
で
自
動
的

に
資
格
を
喪
失
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
新
年
度
か
ら
学
生
用
保
険
証
を
持

ち
た
い
場
合（
市
外
に
住
所
が
あ

る
人
に
限
る
）は
、在
学
証
明
書

（
学
生
証
は
不
可
）と
保
険
証
を
持

参
し
て
、手
続
き
を
し
ま
す
。

　
老
人
医
療
受
給
者
証
及
び
国
民

学
生
用
保
険
証
の
手
続
き
も
忘
れ
な
い
で

も
う
す
ぐ
！
新
し
い
保
険
証

　
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
が
、医
療
機
関
の
窓
口
で

１
か
月
に
支
払
っ
た
金
額
が
表
に

記
載
し
た
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
場
合
、そ
の
超
え
た
分
は
、そ

の
後
の
申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費

と
し
て
払
い
戻
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
し
か
し
今
年
４
月
か
ら
は
、入

院
の
場
合
、実
際
に
窓
口
で
支
払

う
金
額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　
自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
よ

り
異
な
る
た
め
、医
療
機
関
の
窓

70
歳
未
満
の
入
院
時
の
窓
口
負
担
が
変
更

口
に
所
得
区
分
が
記
載
さ
れ
た

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」を
提
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。入
院
し
て
い
る
場
合
は
、

健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い

て
は
、現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
も

の
を
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係

（
℡
22
―
３
４
２
８
）

　
安
房
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、産
業
医
を
選
任
し
て
い
な

い
中
小
事
業
所
の
産
業
保
健
・
健

康
管
理
な
ど
の
支
援
と
し
て
、次

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
り
運
営
さ
れ
、い
ず
れ
も
無

料
で
す
。

①
健
康
相
談
室
の
開
設

　
定
期
健
康
診
断
の
事
後
相
談
や

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
な
ど
、健
康
管
理
に
つ
い
て

産
業
医
が
事
業
所
担
当
者
や
本
人

の
相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

市
民
課
保
険
年
金
係
へ
申
請
し
、認

定
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
と
、認
定
証
の
交
付
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係

（
℡
22
―
３
４
２
８
）

中
小
事
業
所
の
産
業
保
健
・
健
康
管
理
な
ど
を
支
援

②
訪
問
産
業
保
健
指
導

　
産
業
医
な
ど
が
事
業
所
を
訪
問

し
、健
康
管
理
・
作
業
管
理
な
ど

の
相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

③
産
業
保
健
情
報
の
提
供

　
産
業
保
健
・
健
康
管
理
な
ど
の

機
関
紙
・
資
料
・
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

　
問
合
せ
／
安
房
地
域
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー（
安
房
医
師
会
内
）（
℡

22
―
４
０
３
６
）

　
教
育
委
員
会
は
、生
活
保
護
世

帯
や
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
を
対
象

に
就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

　「
就
学
費
用
援
助
制
度
」は
、

　
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
、血
液

需
要
が
増
加
し
、医
療
機
関
へ
の

安
定
的
な
供
給
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。最
近
は
、新
た

な
採
血
制
限
が
開
始
さ
れ
、血
液

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

不
足
が
よ
り
深
刻
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
日
程
で
献
血
を
行
い
ま
す
。

①
市
役
所
玄
関
前

　
３
月
26
日（
月
）午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で

②
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
東
口

　
３
月
29
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

11
時
45
分
、午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分

　
問
合
せ
／
健
康
課（
℡
23
―
３

１
１
３
）

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
に
、学
用
品
や
給
食
費
な
ど
の

経
費
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。

　
問
合
せ
／
担
任
の
先
生
ま
た
は

学
校
教
育
課（
℡
22
―
３
６
９
４
）

就
学
費
用
を
援
助

▼自己負担限度額

※「+1％」は、実際かかった医療費の総額が上位所得
　者500,000円、一般267,000円を超えた場合、超過
　額の1％を追加負担。

上位所得者
（基礎控除後の所得6 0 0 万円超）
一般
住民税非課税世帯

150,000円+1％

80,100円+1％
35,400円

４
月
か
ら

　
平
成
16
年
９
月
に
国
民
保
護
法

が
施
行
さ
れ
、こ
れ
を
受
け
、市

は
、外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
事
態

な
ど
に
お
い
て
、住
民
の
生
命
、身

体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
と
い
う

責
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、施
行
に
伴
い
、各
都
道
府

県
及
び
各
市
町
村
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
国
民
保
護
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
民
保
護
計
画
は
、武
力
攻
撃

や
大
規
模
テ
ロ
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
に
、国
、県
、他
市
町
村
及
び

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
、協
力
し

て
、迅
速
で
的
確
に
警
報
の
伝
達

武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
に
備
え
て

館
山
市
国
民
保
護
計
画
を
作
成

　
市
は
、外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
の
際
に
、警
報
の
伝

達
や
住
民
の
避
難
誘
導
な
ど
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
、昨

年
12
月
に「
館
山
市
国
民
保
護
計
画
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課（
℡
22
―
３
９
５
４
）

や
住
民
の
避
難
誘
導
や
救
援
が
行

え
る
よ
う
に
、あ
ら
か
じ
め
定
め

て
お
く
も
の
で
す
。

　
国
民
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、

広
く
住
民
の
意
見
を
求
め
る
た

め
、館
山
市
国
民
保
護
協
議
会
を

設
置
し
ま
し
た
。計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、こ
の
協
議
会
か
ら

の
答
申
を
踏
ま
え
ま
し
た
。さ
ら

に
、関
係
機
関
や
意
見
公
募
に
よ

り
寄
せ
ら
れ
た
住
民
の
皆
様
か
ら

の
意
見
を
計
画
に
反
映
し
ま
し

た
。

　
計
画
は
、社
会
安
全
課
で
閲
覧

で
き
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
対
す
る

備
え
と
し
て
、市
の
体
制
整
備
、備

蓄
物
資
、訓
練
、関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
の
整
備
な
ど
に
関
す
る
事

項
。武
力
攻
撃
事
態
な
ど
へ
の
対

処
と
し
て
警
報
の
伝
達
、住
民
の

避
難
誘
導
、救
援
の
実
施
、武
力
攻

撃
災
害
へ
の
対
処
な
ど
に
関
す
る

事
項
な
ど
で
す
。

★武力攻撃や大規模テロが発生したら・・・★

・防災行政無線
・広報車
・携帯メール
・テレビ
・ラジオ

警報・避難
指示の発令

●警報（例）有事サイレン吹鳴
『警報が発令されました。○○地区が攻撃を受けています。
屋内に避難してください。』
●避難指示（例）
『○○地区の住民のみなさんは、○○市○○学校体育館に避
難してください。集合場所は○○、交通手段は○○です。市
職員の誘導に従い、速やかに避難してください。』

市・消防・県・海上保安
部・自衛隊などが避難誘導
※災害時要援護者に配慮

市の指示により徒歩、自動車、船舶、公
共交通機関（電車・バスなど）などで指
定された避難先へ
※館山市外へ避難する場合もあります。

●収容施設の設置
●食品・飲料水・生活必需品の提供
●医療の提供
●災害時要援護者への配慮
●その他

▼
計
画
の
主
な
内
容

⇒

⇒

⇒

救援措置

●退避の指示（例）
『○○地区の住民の皆さんは、堅牢な建物
内に一時退避してください。』
●警戒区域の設定
武力攻撃災害による危険を避けるため、立
入制限区域を設定。

退避の指示など

避難誘導

◎市・消防・警察など
　により伝達

情報伝達

お 知 ら せ

８平成19年３月１日号９ だん暖たてやま



　
館
山
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
説
明
会
は
、立
候
補
届
出

に
必
要
な
書
類
な
ど
を
事
前
に
配

布
し
て
、内
容
の
説
明
を
行
う
も

の
で
す
。立
候
補
予
定
者
本
人
か

代
理
者
の
出
席
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
日
時
／
３
月
27
日（
火
）午
後
２

時
か
ら

思
春
期
の
子
ど
も
と
信
頼
関
係
を
深
め
よ
う

　
安
房
地
域
は
、美
し
い
自
然
、

歴
史
的
な
資
源
に
恵
ま
れ
る
一
方

で
少
子
高
齢
化
、地
域
産
業
の
低

迷
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
を
打

ち
破
り
、よ
り
活
力
の
あ
る
安
房

地
域
を
実
現
す
る
た
め
に
、今
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、地
域
、企
業
の「
ち
か

ら
」を
合
わ
せ
、協
働
し
て
取
組

む
方
法
が
全
国
的
に
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　
安
房
地
域
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
取
組
ん

で
い
る
事
業
や
、こ
の
地
域
で
生

ま
れ
始
め
た
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新

し
い
協
働
の
取
組
み
を
紹
介
す
る

地
域
活
性
化
に
向
け
た
議
論
や
懇
談
会
を
開
催

は
じ
め
よ
う 
企
業
と
住
民
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働

　木更津社会保険事務所では、昨年7月から今年
9月まで国民年金業務の市場化テストが実施さ
れています。そのため、委託業者の（株）トライア
イが直接電話や文書、戸別訪問により国民年金保
険料の納付について連絡をしています。
　主な委託内容は、国民年金保険料を納付期限内
に納付していない人への納付勧奨、納付書を持っ
ている人からの保険料収納、保険料口座振替の加
入勧奨業務です。
　委託契約は、千葉社会保険事務局と取り交わさ
れ、個人情報保護については徹底されています。
　問合せ／木更津社会保険事務所（�0438－23
－7615）、（株）トライアイ（℡0120－036－
014）

委託業者が市場化テストを実施中
国民年金保険料の納付勧奨など

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

館
山
市
議
会
議
員
選
挙

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
第
１
集
会
室

　
立
候
補
の
届
出
は
、４
月
15
日

（
日
）午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
、市
選
挙
管
理
委
員
会
で

受
付
け
ま
す
。

【
千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
】

　
告
示
日
／
３
月
30
日（
金
）

　
投
開
票
日
／
４
月
８
日（
日
）

【
館
山
市
議
会
議
員
選
挙
】

　
告
示
日
／
４
月
15
日（
日
）

　
投
開
票
日
／
４
月
22
日（
日
）

　
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会

（
℡
22
―
３
５
２
３
）

と
と
も
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
千
葉
県
知

事
や
館
山
市
長
、企
業
界
の
代
表

者
が
、地
域
活
性
化
に
向
け
た
議

論
や
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、内
閣
総
理
大
臣

を
本
部
長
と
す
る「
内
閣
官
房
都

市
再
生
本
部
」の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
日
時
／
３
月
24
日（
土
）午
後

２
時
〜
午
後
５
時

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル

　
定
員
／
300
人（
先
着
順
）

　
内
容
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン（
南
房
総
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
思
春
期
を
迎
え
た
子
ど
も
の
心

理
や
行
動
、
生
き
方
な
ど
を
学

び
、子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
を
一

層
深
め
、健
や
か
な
成
長
を
支
援

す
る
た
め
思
春
期
子
育
て
支
援
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
３
月
17
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
活
動
紹
介
・
提
案
、協
働
事
業

を
行
っ
た
企
業
の
事
例
紹
介
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
連
携
・
活
性
化
に
つ
い
て

　
講
師
／
中
川
淑
子
氏

　
テ
ー
マ
／
認
め
て
も
ら
い
た
い

子
ど
も
の
心

　
対
象
／
小
学
校
高
学
年
か
ら
中

学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
及

び
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
人

　
参
加
費
／
無
料

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館（
℡
23

―
３
１
１
１
）

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
懇
談
会

　
問
合
せ
／
シ
ー
ズ
＝
市
民
活
動

を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会（
℡

03
―
５
２
２
７
―
２
０
０
８
）

※
統
一
地
方
選
挙
の
予
定

　衛生センターで発生したし尿・浄化槽
の処理済汚泥を、汚泥肥料として希望者
に無料で提供しています。
　少し臭いがあるため、民家から離れ２
トントラックの乗り入れが可能な場所ま
で、市が無料で運搬します。
　問合せ／市衛生センター(℡2 3－
3566)

汚泥肥料を無料で提供 主な成分（単位％）
窒素
りん酸
加里
カルシウム
マグネシウム
アルカリ分
銅
亜鉛

6.20
4.70
0.73
1.70
0.51
0.64
0.03
0.11

ほ
ら
、そ
こ
に
も
悪
質
商
法
⑬

　
　
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

▼
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

「
あ
な
た
が
選
ば
れ
ま
し
た
」若
い
女
性
か
ら
の
誘
い

問
合
せ
／
企
画
課
市
民
相
談
・
協
働
グ
ル
ー
プ（
℡
22
―
３
１
４
２
）

①「
当
選
し
た
も
の
を
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
」な
ど
と
言
葉
巧
み

に
勧
誘
し
ま
す
。「う
ま
い
話
」は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、覚
え
の
な
い
内

容
で
は
電
話
を
切
る
、会
わ
な
い
、

出
か
け
て
い
か
な
い
こ
と
で
す
。

　
②
　も
し
出
か
け
て
し
ま
っ
て

も
、契
約
す
る
つ
も
り
が
な
い
の

な
ら
、ハ
ッ
キ
リ
断
り
、帰
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。未
成
年
者
は
、そ

の
場
か
ら
電
話
な
ど
で
家
族
と
相

談
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

③
　も
し
契
約
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

て
も
、契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日

を
含
め
て
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
な
た
が
選
ば
れ
ま
し
た
」な
ど
と
旅
行
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
っ
た

と
い
う
電
話
や
郵
便
、メ
ー
ル
が
あ
り
、日
時
を
指
定
し
会
う
約
束
を
し

ま
す
。若
い
女
性
か
ら
電
話
が
く
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
指
定
場
所
に
行
く
と
、い
つ
の

間
に
か
セ
ー
ル
ス
の
話
に
す
り
か

わ
っ
て
、会
員
権
や
絵
画
、宝
石

な
ど
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

に
持
っ
て
い
こ
う
と
し
ま
す
。

館山市図書館（℡22－0701）図書館だより22

▽図書館司書から今月のおすすめ本

　2月1日から4月30日まで、「ちばデスティネーショ
ンキャンペーン」が行われています。県を上げての観
光キャンペーン、館山を含む南房総エリアでもさまざ
まなイベントが繰り広げられています。私たちの通
勤・通学や、他の地域へ、また他の地域から館山を訪
れる人たちの大切な足となるのが鉄道。館山市にはＪ

★図書館への登録情報に変更はありませんか？
　春の異動のシーズンを迎え、引越しなどで住所が変わる人もいると思われます。
図書館を利用していただいている人で登録してある情報に変更があった場合、手続
きをお願いします。 特に、電話番号に変更があった場合、予約いただいた資料など
についての連絡ができなかったりする場合があります。また、インターネット予約
のパスワード取得時には、図書館に登録してある電話番号の入力が必要になります。
　変更は図書館カウンターで承ります。インターネットからは住所・電話などの登
録情報の変更はできませんのでご注意ください。インターネットで変更できるの
は、メールアドレスとインターネット予約用のパスワードのみとなります。こちら
はカウンターでの変更手続きはできません。

『大人になると、なぜ1年が短くなるのか？』一
川誠・池上彰／ 宝島社 『時代考証おもしろ事
典』山田順子／実業之日本社『世界あやとり紀
行』INAX出版「宇宙から見た日本』 新井田秀一
／東海大学出版会『きもの日和』 浦野芳子／阪
急コミュニケーションズ『通販のしくみ』 中村
あつ子／日本実業出版社『貴仙』南條竹則／中

よしかず

央公論新社『天国は待ってくれる』 岡田惠和／
幻冬舎『トリックスターから、空へ』 太田光／楓
書店 『アル・カポネによろしく』 ジェニファ・
チョールデンコウ／あすなろ書店 ◆『こよみと
もだち』 わたりむつこ ／福音館書店 ◆『365
まいにちペンギン』ジャン＝リュック・フロマ
ンタル ／ブロンズ新社 ◆『"学生"になる！』 浦

なしきかほ

上昌則／北大路書房 ★『この庭に』梨木香歩／
理論社 ★『12歳の大人計画』 松尾スズキ／文
藝春秋 ★

Ｒ内房線が走り、３つの駅があります。いわゆる「ローカル線」ではありま
すが、都心から比較的近いにもかかわらず、海や野山と豊かな風景を見せ
る路線の一つです。
　この本には全国各地30のローカル線が美しい写真とともに紹介されてい
ます。その中の一つ、内房線は著者曰く「東京近郊で私のお気に入り路線
の一つ」とのこと。特急さざなみ号と各駅停車を使った早春の小さな旅が
綴られています。他の路線も日本のよき情景を味わえるところばかり。地
元路線を見直すのはもちろん、のんびりとした鉄道の旅を味わいたい気持
ちになることこの上なしの一冊です。

★新着図書（◆児童室 ★ティーンズコー
ナー）

おはなし会
  幼児向け(10:30から)
　　　　　　3/2、4/13
   児童向け(14:00から)
               　3/ 3、10、17、24
　　　　　　4/14、21、28

３３３３３・・・・・４４４４４月月月月月ののののの休休休休休館館館館館日日日日日　
 3/5、12、19、21、23、26
 4/2、9、16、23、27、29、30

かん

「日本列島ローカル線紀行」櫻井　寛／世界文化社

【もしも被害にあったら・・・相談はこちらまで（土・日除く）】
千葉県消費者センター　℡047-434-0999
　相談時間　9:30～16:00（12:00～13:00除く)
千葉県警察本部相談サポートコーナー　℡043-227-9110
　相談時間　8：30～17：15
館山市役所市民相談室消費生活相談窓口　℡22-3199
　相談日　毎月第1・３木曜日　9：00～16：00

弁護士会による無料のクレジット・サラ金に関する相談（予約制）　
℡043-227-8581（初回３０分以内の本人からの相談は無料）

予約受付時間10：00～16：00（11:30～13：30除く）

お 知 ら せ

10平成19年３月１日号11 だん暖たてやま



　
文
化
財
の
調
べ
方
を
学
ぶ
教
室

「
身
近
な
文
化
財
の
調
べ
方
」を

開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、記
念
碑
や
石

仏
・
石
塔
・
彫
刻
な
ど
の
石
造
物

を
中
心
に
、文
化
財
の
調
べ
方
の

コ
ツ
を
伝
授
し
ま
す
。

　
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　
日
時
／
３
月
24
日（
土
）午
前

　
音
楽
を
通
し
て
、学
年
の
異
な

る
子
ど
も
た
ち
が
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た「
お
ん
が

く
っ
こ
塾
」を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
４
月
か
ら
来
年
３
月

ま
で
の
日
曜
日
に
毎
月
２
回（
全

う
た
で
リ
ズ
ム
で
　
い
き
い
き
の
び
の
び

お
ん
が
く
っ
子
塾

24
回
）実
施
。時
間
は
午
後
１
時

か
ら
２
時
半
ま
で
。

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
対
象
／
小
学
生

　
講
師
／
小
澤
弘
子
他
生
涯
学

習
音
楽
指
導
員

　
内
容
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、

ド
レ
ミ
パ
イ
プ
、ボ
デ
ィ
ー
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
、和
楽
器
の
体
験

　
費
用
／
毎
月
１
千
円（
資
料
、

保
険
代
）

　
定
員
／
20
人

　
締
切
／
３
月
30
日（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
小
澤
弘
子

（
℡
23
―
５
０
４
０
）

千
葉
の
食
文
化
丸
ご
と
体
験

さ
か
な
ク
ン
の
お
魚
Ｑ
＆
Ａ

　
県
立
安
房
博
物
館
の
水
族
館
で

は
、館
山
湾
に
生
息
し
て
い
る
魚

類
約
100
種
を
地
元
の
身
近
な
魚
と

し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
魚
の
生
態
や
漁
獲
方

法
を
具
体
的
に
紹
介
し
、あ
わ
せ

て
、生
息
し
て
い
る
館
山
湾
の
自

然
環
境
に
つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

ま
た
、魚
の
料
理
方
法
や
味
覚
に

つ
い
て
解
説
し
、魚
料
理
の
食
文

化
に
親
し
む
こ
と
も
目
的
と
し
ま

す
。

　
日
程
／
◎
３
月
15
日
（
木
）

【
第
１
回
】午
前
11
時
〜
正
午
　

【
第
２
回
】午
後
１
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分

◎
３
月
27
日
（
火
）【
第
３
回
】

午
前
11
時
〜
正
午【
第
４
回
】午

後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

※
各
回
開
始
の
30
分
前
か
ら
受
付

開
始
。講
義
終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト

記
入
あ
り
。

　
場
所
／
県
立
安
房
博
物
館

　
講
師
／
さ
か
な
ク
ン

　
対
象
／
小
中
学
生
・
一
般

　
定
員
／
各
回
100
人（
先
着
順
）

　
申
込
方
法
／
講
座
開
始
日
の
５

日
前
ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
希

望
す
る
講
座
の
回
を
記
入
し
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
費
用
／
入
館
料

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
０

０
３
６
　
館
山
１
５
６
４
―
１
　

県
立
安
房
博
物
館（
℡
22
―
８
６

０
８
）　

　
南
房
総
地
域
で
活
動
す
る
男
女

共
同
参
画
地
域
推
進
員
か
ら
な
る

「
南
房
総
地
域
男
女
共
同
参
画
地

域
推
進
員
会
議
」は
、昨
年
11
月

に
設
置
さ
れ
、県
や
市
町
村
と
と

も
に
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

た
め
、地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。ち
ば
県
民
共
生

セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、講
演
会
と

映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
講
演
会
】

　
日
時
／
３
月
14
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
場
所
／
木
更
津
市
民
総
合
福
祉

会
館
　
市
民
ホ
ー
ル

　
内
容
／
エ
ン
ジ
ョ
イ
Ｃ
Ａ
Ｐ

（
代
表
　
滝
川
律
子
）に
よ
る
、

子
ど
も
へ
の
暴
力
・
人
権
を
考
え

る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
と
講
話

　
定
員
／
200
人（
先
着
順
）

　
参
加
費
／
無
料

　
締
切
／
３
月
９
日（
金
）

【
映
画
上
映
会
】

　
日
時
／
３
月
29
日（
木
）午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
第
１
集
会
室

　
内
容
／「
空
を
飛
ん
だ
オ
ッ

チ
」上
映
。あ
る
日
、空
を
飛
ぶ

力
を
持
っ
た
こ
と
に
よ
り
ク
ラ
ス

で
孤
立
す
る
少
年
と
足
の
不
自
由

な
少
女
と
の
交
流
を
核
に
、そ
れ

め
ざ
そ
う 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
会
と
映
画
上
映
会

　7月7日に開催される「しおさいコンサー
ト」に参加する合唱団や合唱サークルを募集
します。
　各団体ごとに曲目を発表し、最後に館山市
民オーケストラの伴奏で合同合唱を行いま
す。

　公演日時／7月7日（土）午後1時開演
　場所／千葉県南総文化ホール　大ホール
　演奏時間／1団体8分以内
　参加費／1団体5千円+個人人数分×1,500
円
※高校生以下で個人参加の場合は無料
　合同合唱曲／歌劇『トロヴァトーレ』よりア
ンヴィルコーラス（鍛冶屋の合唱）、ふるさと
　締切／3月31日（土）
　申込方法／「しおさいコンサート参加希望」
とし、団体名、参加人数、代表者、代表者住所、
電話番号を明記し、ハガキかＦＡＸで申込ん
でください。
　問合せ・申込み／〒294－0045　北条29
－5　しおさいコンサート実行委員会事務局
　加藤和芳（℡・ＦＡＸ共通　22－8820）

第11回
しおさいコンサート

を
取
り
巻
く
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
描
い
た
物
語
。

　
定
員
／
150
人（
先
着
順
）

　
参
加
費
／
無
料

　
締
切
／
３
月
23
日（
金
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
秘
書
広
報

課（
℡
22
―
３
１
３
５
、Ｅ
メ
ー
ル

h
i
s
y
o
k
a
@
c
i
t
y
.
t
a
t
e
y
a
m
a
.

c
h
i
b
a
.
j
p

）ち
ば
県
民
共
生
セ
ン

タ
ー（
℡
043
―
252
―
８
０
３
６
、Ｅ

メ
ー
ル
　k

e
n
k
y
o
u
s
e
@
m
z
.

p
r
e
f
.
c
h
i
b
a
.
l
g
.
j
p

）

県
立
安
房
博
物
館
で
春
休
み
特
別
企
画

ぎ
ょ
ぎ
ょ

魚
魚
　
さ
か
な
ク
ン
を
解
剖
す
る

　
県
立
安
房
博
物
館
の
客
員
研
究

員
で
あ
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

「
さ
か
な
ク
ン
」が
描
い
た
魚
類
の

イ
ラ
ス
ト
を
展
示
し
ま
す
。特
に
、

イ
ラ
ス
ト
製
作
に
至
る
ま
で
の
館

山
湾
海
底
・
海
中
・
海
面
観
察
に
密

着
取
材
し
、そ
の
研
究
成
果
も
展

日時／3月13日（火）9:30～13:30
場所／館野地区公民館
講師／宮野　泉氏（フードコーディネーター）
参加費／1,000円
持ち物／エプロン、三角巾
定員／15人
問合せ・申込み／館野地区公民館（℡23－6480）

日時／3月27日（火）・28日（水）9:30～12:00
場所／館野地区公民館
講師／出口　洋氏
内容／27日シルバーリング、28日シルバーピ
アス
参加費／各2,000円
持ち物／エプロン
定員／各6人
問合せ・申込み／館野地区公民館（℡23－
6480）

身体と心にやさしい！お料理教室

シルバーアクセサリー

示
し
ま
す
。

　
開
催
期
間
／
３
月
15
日（
木
）〜

３
月
31
日（
土
）

　
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分

　
場
所
／
県
立
安
房
博
物
館
展
示

室
・
水
族
館

　
入
場
料
／
一
般
200
円
、大
学
生
・

高
校
生
100
円（
小
学
生
、中
学
生
、

学
齢
未
満
児
、65
歳
以
上
、障
害
者

手
帳
保
持
者
は
無
料
）

　
内
容
／
さ
か
な
ク
ン
の
紹
介
、

館
山
湾
で
の
地
道
な
研
究
活
動

（
定
置
網
・
潜
水
・
料
理
）、館
山
湾

に
生
息
す
る
魚
の
イ
ラ
ス
ト（
さ

か
な
ク
ン
の
原
画
）な
ど

　
問
合
せ
／
県
立
安
房
博
物
館

（
℡
22
―
８
６
０
８
）

市
立
博
物
館
の
お
も
し
ろ
歴
史
講
座

身
近
な
文
化
財
の
調
べ
方

10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
集
合
場
所
／
市
立
博
物
館
本
館

　
調
査
場
所
／
豊
房
地
区
の
寺
社

　
定
員
／
20
人（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

　
参
加
費
／
100
円（
保
険
料
）

　
申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
３
月
14
日（
水
）必
着

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
０

０
３
６
　
館
山
351
―
２
　
市
立
博

物
館（
℡
23
―
５
２
１
２
）

　
３
月
10
日
か
ら
６
月
中
旬
ま
で

の
間
、土
・
日
・
月
曜
日
に
ゴ
ル

フ
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
ゴ
ル
フ
入
門
講
座
】

　
費
用
／
１
万
５
千
円

【
ス
イ
ン
グ
研
究
講
座
】

　
費
用
／
２
万
４
千
円

　
申
込
み
／
館
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
℡
23
―
８
２
１
０
）

　
問
合
せ
／
治
武
隆（
℡
090
―
２

３
２
４
―
７
０
２
０
）

ゴ
ル
フ
公
開
講
座

参加団体募集！

▲海まちフェスタでのさかなクン

▲昨年のしおさいコンサート

募 集
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